
 
 

富山市地域公共交通総合連携計画の概要について 

 

１． 計画策定日 

○平成１９年１１月１２日（月） 

 

２． 計画の対象区域 

○富山市全域 

 

３．計画の基本方針 

○公共交通軸の活性化によるコンパクトなまちづくり 

○地域特性に応じた多様な生活交通の確保 

 

４．計画の目標 

○公共交通が便利な地域に住んでいる市民の割合  

現在約３割⇒概ね２０年後に約４割 

 

５．計画に位置づけられた事業及び実施主体 

【事業】 

○市内電車環状線化事業（地域公共交通活性化法第２条第６号に規定された「軌道運

送高度化事業」として位置づけ） 

【実施主体】 

○富山市（軌道や停留場の整備、車両の導入） 

○富山地方鉄道株式会社（運行） 

   

６．計画期間 

○平成１９年度～平成３８年度 

※市内電車環状線化事業は平成１９年～平成２２年 
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市内電車環状線化事業の概要市内電車環状線化事業の概要

○富山市地域公共交通総合連携計画送付日（平成１９年１１月１５日）と同日に軌道運送高度化実施計画の認定を国土交

通大臣に申請

○地域公共交通活性化法に基づく軌道法の上下分離の特例措置を活用予定

（整備主体：富山市、運行主体：富山地方鉄道株式会社）

平成２１年度開業目標

概ね１０分～１５分間隔運行間隔

３箇所新設停留場

約９４０ｍ距離

丸の内～西町（単線）区間
○低床車両の導入

（富山ライトレールと同様のもの）

○バリアフリー化等、停留場のハイグレード化

○電車の揺れを抑える軌道（制振軌道）の導入

富山地鉄市内電車

富山ライトレール

まちづくりと一体的に整備したＬＲＴのイメージ



 

 




